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１．研究の背景
⑴　学習指導要領改定との関連
　平成29・30年改訂学習指導要領では、社会変化が予
測困難な時代に「生きる力」の育成を目指し、必要と
される資質・能力の三つの柱を明確に示している。同
時に、その資質・能力の育成を実現するための方略を
明確に示していることも特徴的である。これらの構造
を端的に示したものとして、2016 年中央教育審議会
で示された補足資料１）がある。（図1）
要約　中学生が小学生のプログラミング学習を指導する学習活動を、「技術・家庭科（技術分野）」（以下技
術科と表す）の教科学習を中心としたカリキュラム・マネジメントの実践として行った。また、教科学習に
おけるキャリア教育の視点からこの学習を検討するため、中学生の基礎的・汎用的能力に対する影響をアン
ケートにより分析した。その結果、「自分が教えることは小学生にとって役に立つと思う。」という設問に対
して肯定的な意識変化の傾向が見られたものの有意差は出なかったが、「自分の説明が相手に伝わるかどう
か考えながら話していると思う。」という設問に対しては肯定的な意識変化が有意に示された。これらの結
果から、本実践による基礎的・汎用的能力への影響が推測でき、教科学習におけるキャリア教育として評価
できることが示された。また、中学生が小学生に教える活動が、教科学習における「表現力」という観点で、
カリキュラム・マネジメントが目指す「教育内容の質の向上」につながる可能性を見いだすことができた。
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　このように中央教育審議会初等中等教育分科会で
は、三つの資質・能力を実現するための方策として、
アクティブラーニングの視点に立つ授業改善ととも
に、学習評価の充実及びカリキュラム・マネジメント
の充実を求めている。また、このカリキュラム・マネ
ジメントについて次の三つの側面を示している２）。
　① 　各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校
の教育目標を踏まえた教科横断的な視点で、その
目標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列し
ていく。
　② 　教育内容の質の向上に向けて、子供たちの姿や
地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づ
き、教育課程を編成し、実施し、評価して改善を
図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立する。
　③ 　教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源
等を、地域等の外部の資源も含めて活用しながら
効果的に組み合わせる。
　このカリキュラム・マネジメントを取り入れること
で教科学習を中心とした小中連携の可能性が広がると
考えられる。
　小中連携の取り組みは、吉田（2017）が分析してい
るように、教員による連携が大多数を占めている３）。
これは、小学校と中学校の教育内容や教育方法の接続
へ向けた教員の相互理解を目指したもので、授業研究
を含む教員研修が主なものとなっている。児童･生徒
が交流する連携については、小学生が中学校生活との
違いに戸惑わないように、中学生が小学生に中学校生
活について紹介する取り組みが多くを占めている。こ
の取り組みは特別活動として行われるイベント的な実
践であり、教科学習を活用する場面として位置づけら
れたものではない。
　中学生が教科で学習した内容を活用して小学生と交
流する取り組みは少なく、附属の小中学校での実践が
見られる程度である。北村ら（2011）は、附属の小中
学校で中学生が小学生にのこぎりの使い方を教える活
動を授業に取り入れた実践を行っている４）。また福良
ら（2017）は、附属の小中学校という特長を生かして
行っていた家庭科の小中合同調理実習を発展させて、
被服製作学習におけるアドバイス活動に中学生が取り
組む実践を行っている５）。この中で福良らが述べてい
るように、合同学習の実践は両附属学校や小中一貫校
のように校舎が隣接している、あるいは同じ敷地内に
校舎があるような場合には、比較的実施しやすい環境
にあるといえるが、分離型の小学校と中学校において
は容易ではない。たとえば、児童・生徒の移動に時間
を要することや、安全性を確保するという課題がある。
さらに、教科学習として位置づけるには、時間割の調
節とともに、教科の時間数が限られていることの困難
さがある。
　これらのことから、教科に関わる取り組みであって
も、時間の設定が柔軟にできる特別活動や総合的な学
習の時間での実践が中心となり６）、教科学習の充実と
いう視点での取り組みになりにくい現状がある。
　しかし、教科学習を中心としたカリキュラム・マネ
ジメントを行い、教科で学習した内容を活用する場面
を特別活動や総合的な学習の時間に設定することによ
り、教科学習の充実という視点での小中連携の可能性
を広げることができると筆者は考える。
　また、平成29・30年改訂学習指導要領の基盤となる
理念として「社会に開かれた教育課程」があげられる。
この「社会に開かれた教育課程」について2016 年中
央教育審議会で、次の三つの側面が示されている７）。
　① 　社会や世界の状況を幅広く視野に入れ、よりよ
い学校教育を通じてよりよい社会を創るという目
標を持ち、教育課程を介してその目標を社会と共
有していくこと。
　② 　これからの社会を創り出していく子供たちが、
社会や世界に向き合い関わり合い、自らの人生を
切り拓いていくために求められる資質・能力とは
何かを、教育課程において明確化し育んでいくこ
と。
　③ 　教育課程の実施に当たって、地域の人的・物的
資源を活用したり、放課後や土曜日等を活用した
社会教育との連携を図ったりし、学校教育を学校
内に閉じずに、その目指すところを社会と共有・
連携しながら実現させること。
　このように、「社会に開かれた教育課程」という理
念は、学校の閉鎖性を解消するという「開かれた学校」
や地域の教育力を活用するという「地域連携」にとど
まらず、子供たちが学校から社会に円滑に移行すると
いう「社会との接続」も含められた理念である。
図1育成すべき資質・能力の三つの柱を踏まえた日本版カリ
キュラム・デザインのための概念（教育課程企画特別部会 論
点整理補足資料をもとに筆者作成）
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　このような「社会との接続」を踏まえた教育は、キャ
リア教育の主張する方向性と合致するものであり、「自
ら人生を切り開いていく資質・能力」について、キャ
リア教育の中でも研究されてきた。たとえば、平成23
年「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在
り方について（答申）」では、「社会的・職業的自立、
学校から社会・職業への円滑な移行に必要な力に含ま
れる要素」として次の五つを示している８）。
　・基礎的・基本的な知識・技能
　・基礎的・汎用的能力９）
　・論理的思考力、想像力
　・意欲・態度及び価値観
　・専門的な知識技能
　この中の基礎的・汎用的能力は、「人間関係形成・
社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応
能力」「キャリアプランニング能力」の四つの能力に
よって構成されるものである。
　平成29・30年改訂学習指導要領では、小学校と中学
校にも「特別活動を要としつつ各教科等の特質に応じ
て、キャリア教育の充実を図ること」という記述が加
えられ、その目的として「社会的・職業的自立に向け
て必要な基盤と成る資質・能力を身に付けていく」こ
とが明示されることになった10）。
　これらのことから、教科学習におけるキャリア教育
の実践は、単に学習内容と職業との関連付けを目指す
のではなく、「社会的・職業的自立に向けて必要な基
盤と成る資質・能力」の育成という視点で進めること
が重要であると考えられる。
２．研究の目的
　和歌山県有田市立文成中学校区には、有田市立宮原
小学校と有田市立糸我小学校があり、平成28年度から
小学校算数科にプログラミング学習を取り入れる授業
を実践してきた。その授業では、児童がプログラミン
グ的思考を働かせながら、「速さ」の問題解決に主体
的に取り組む姿が見られ、その有効性が示唆されてい
た。そして、平成28年度にこの授業を受けた児童が、
文成中学校の2年生になっている。
　また文成中学校では、小学生が中学校へ訪問して中
学生から指導・支援を受ける活動を行っており、小学
生にとっての小中接続というキャリア教育の取り組み
として、一定の成果をあげていた。
　このような、文成中学校区におけるこれまでの取り
組みを基盤として、次の2点を研究目的とした。
　⑴ 　新しい小中連携の試みとして、中学生が小学生
のプログラミング学習を指導する小中連携の学習
活動を、教科（技術科）を中心としたカリキュラ
ム・マネジメントにより行い、その有効性を検証
する。
　⑵ 　中学生が小学生に教える活動が、教科学習にお
けるキャリア教育としてどのように機能するのか
検証する。
３．研究の方法
⑴　取り組みの概要
　まず、文成中学校2学年2クラスの技術科の授業で、
小学生に指導する内容の授業を2時限行った。その次
の週、校区内の二つの小学校（中学生の母校）に中学
生が分かれて出向き、それぞれの小学校の5学年算数
科と6学年理科でプログラミング学習を実施した。図2
にその分担と実施授業を、図3に実施当日の流れを示
す。
図2　中学生の授業分担と実施授業（筆者が作成した打ち合わせ資料より）
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⑵　活動に向けた技術科の授業
　この授業の単元は、プログラミングによる計測・制
御の仕組みを、実際のプログラミングを行いながら理
解し、生活における重要性や必要性に気づくことを目
指した構成を行うことになる。しかし、今回の実践で
は、キャリア教育の視点に立ったカリキュラム・マネ
ジメントによる試行として実践するため、系統的な単
元構成に縛られない2時限の単独構成とした。
　また目標については、現行学習指導要領（H20）に
示された「D（3）イ　情報の手順と、単純なプログ
ラムの作成」という技能及び知識・理解に重点を置き
ながら、新学習指導要領（H29）が示す「D（3）イ　
問題の発見と課題の設定、計測・制御システムの構想
と情報処理の手順の具体化、制作の過程や結果の評価、
改善及び修正」という問題解決学習の中で、次の資質・
能力を身に付けることをねらいとした。
○　思考力、判断力、表現力等
　情報の技術の見方・考え方を働かせて、問題を見い
だして課題を設定し解決できる力
○　学びに向かう力、人間性等
　自らの問題解決とその過程を振り返り、よりよいも
のとなるよう改善・修正しようとする態度
　以上の構想をもとに授業案（資料1）を作成し、筆
者（奥田）がゲストティーチャーとして授業実践を2
月12日に行った。なお、使用教材は以下のとおりであ
る。
教材　アーテックロボ（株式会社アーテック）
アプリケーション　Tickle for Studuino（Tikle社）
デバイス　iPad（Apple）
⑶ 　小学校における交流授業
　各小学校で行うプログラミング学習を取り入れた授
業として、次の二つを設定した。なお、小学校の学級
規模が大きく異なることなどから、指導の詳細につい
て統一することは不適切であると判断し、統一した学
習指導案は作成せず、学習活動の内容を各担任に示す
にとどめた。（資料2、資料3）
○　5年生算数科
・めあて
　 　「コース通りにロボットを動かすプログラムを考
えよう」
・プログラムの題材
　 　自立型走行ロボットに決まったコース通りに走ら
せるプログラムを、ビジュアルプログラミングソフ
トウェアで作成する。
・算数科との関連
　 　6学年で学習する「速さ」の学習の共通体験とな
るものであるとともに、H31年度からは、「速さ」
の学習が第5学年の「単位量あたりの大きさ」のひ
とつとして扱われる。
○　6年生理科
・めあて
　 　「プログラムを工夫して電気を節約するためのし
くみをつくろう」
・プログラムの題材
　 　光センサーと距離センサーを使って、暗くなった
り人が通ったりするとライトが点灯するプログラム
を、ビジュアルプログラミングソフトウェアで作成
する。
・理科との関連
　 　6学年「電気の利用」の単元の日常生活との関連
として、エネルギー資源の有効利用のために、セン
サーを使い制御することを体験的に学習する。
　以上二つの授業を、小学校担任の指導のもと中学生
図3　実施当日の流れ（筆者が作成した打ち合わせ資料より）
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が小学生を指導する形で実践した。
⑷　取り組みによる意識変化調査
　この取り組みに関るキャリア教育に関連する資質・
能力について、基礎的・汎用的能力の4分野をもとに
次のように設定した。
　① 　互いの意見を尊重しながら協力して取り組んで
いる。（人間関係形成・社会形成能力）
　② 　小学校での活動に意味を感じている。（人間関
係・社会形成能力）
　③ 　自分の説明がわかりやすいかどうかを自分で判
断できる。（自己理解・自己管理能力）
　④ 　よりよい説明になるように自分の説明を改善す
ることができる。（自己理解・自己管理能力）
　⑤ 　自分が取り組むべきことは何か判断している。
（課題対応能力）
　⑥ 　成功に向けて努力している。（キャリアプラン
ニング能力）
　これらの資質・能力の育成にかかわる効果として、
それぞれに対する自己評価の変化を調べるために、次
の六つの質問を設定した。
　① 　人の意見を聞いたり自分の意見を言ったりして
協力して進めることは得意だと思う。
　② 　自分が教えることは小学生にとって役に立つと
思う。
　③ 　自分の説明が相手に伝わるかどうかを考えなが
ら話していると思う。
　④ 　自分の意見や話し方を改善できるように取り組
んでいると思う。
　⑤ 　指示がなくても自分がやるべきことを見つける
ことができると思う。
　⑥ 　うまくいくかどうかわからないことでもがんば
ることができると思う。
　以上六つの質問に対して、「そう思う」「どちらかと
いうとそう思う」「どちらでもない」「どちらかという
とそう思わない」「そう思わない」の選択肢で回答を
求めるアンケートを、2月12日の活動に向けた技術科
の授業後と2月18日の交流授業後に行った。
　また、交流授業後には、「プログラミングを教える
ことは難しかったですか？そのほかに感じたことがあ
れば自由に書いてください。」、「小学校に行って、小
学生に何かを教えたり手伝ったりすることについて、
あなたが感じたことや考えたことを自由に書いてくだ
さい。」の二つの問いによる振り返りを行った。
４．結果
　六つの質問項目について、回答の肯定的段階を1 ～
5に数値化し、その数値の交流授業前後の個人変化を
分析した。なお、以後結果を論じるにあたり、各質問
項目に以下の通り名称を割り当てて表現することにす
る。
・人の意見を聞いたり自分の意見を言ったりして協力
して進めることは得意だと思う。
　　→「協力」
・自分が教えることは小学生にとって役に立つと思
う。
　　→「有用感」
・自分の説明が相手に伝わるかどうかを考えながら話
していると思う。
　　→「説明」
・自分の意見や話し方を改善できるように取り組んで
いると思う。
　　→「改善」
・指示がなくても自分がやるべきことを見つけること
ができると思う。
　　→「主体性」
・うまくいくかどうかわからないことでもがんばるこ
とができると思う。
　　→「挑戦」
　分析の結果、肯定的段階の数値変化の分布グラフは
図4のようになった。
 肯定的段階の数値変化を目的変数、質問項目を因子
図4　肯定的段階の数値変化の分布グラフ（Excel統計を使用して筆者が作成）
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として、基本統計量を示したものが表1であり、図5は
それをグラフ表示したものである。
　そこで、統計的妥当性を検討するために、正規性の
検定を行いウィルコクソン符号順位検定が適切である
と判断して、「有用感」と「説明」についての分析を行っ
た。その結果、「有用感」については肯定的変化の傾
向は見られたものの有意差は出なかった。
　　ｐ値（両側）＝0.0666
　しかし、「説明」については、有意な肯定的変化が
見られた。
　　ｐ値（両側）＝0.02925
５．考察
　アンケートの分析結果により、小学生のプログラミ
ング学習を指導する活動によって「自分の説明が相手
に伝わるかどうかを考えながら話していると思う。」
という自己評価が向上したことは、小学生に説明する
自分自身を見つめながら中学生が取り組んだことを示
しており、基礎的・汎用的能力の「自己理解・自己管
理能力」に関わる効果が期待できる。「自分が教える
ことは小学生にとって役に立つと思う。」という自己
評価の向上傾向が見られることから、基礎的・汎用的
能力の「人間関係形成・社会形成能力」に関わる効果
が期待できる。これらの結果から、この実践がキャリ
ア教育における基礎的・汎用的能力の一部にかかわる
 　これらの結果から、「有用感」と「説明」の自己評
価に肯定的変化が表れているように見える。
教育課題となり、教科教育におけるキャリア教育の実
践として評価できると筆者は考える。
　また、振り返りの記述の中で、説明することの「難
しさ」について記述していた生徒が45名（n=61）であっ
たのに対して、「難しくなかった」という記述をして
いた生徒は5名であり（困難さの直接記述がなかった
生徒は11名）、この課題が挑戦的な課題であったこと
が推測できる。また、難しさについての記述で「わかっ
てくれているか」「理解してくれるか」という語が多
く見られることから、小学生に説明することに難しさ
を感じながらも「理解してもらう」という目標を意識
しながら、相手の理解を察することに取り組んでいた
ことが推測できる。
　この結果から、中学生が小学生に教えるという活動
が、中学生の教科学習の目標の一つである「表現力」
の育成に効果を示す可能性が強いと筆者は判断する。
そしてこの効果は、教える対象が「小学生」であるこ
とが強く影響していると考える。なぜならば、相手が
小学生であることから、自分を学習における上位者と
して意識し、「相手がわかってくれない」と責任を相
手にゆだねにくくなると考えるからである。
　自分の考えを表現することは思考力を伴う活動であ
り、教科指導の評価規準で、「表現」を技能のカテゴリー
表１　肯定的段階の数値変化に関する基本統計量（Excel統計を使用して筆者が作成）
図5　肯定的段階の数値変化に関する基本統計量グラフ（Excel統計を使用して筆者が作成）
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としてとらえるのではなく思考のカテゴリーとしてと
らえるようになった11）。そして、平成29・30年改訂学
習指導要領では、資質・能力の三つの柱の一つとして
「思考力・判断力・表現力等」を挙げている。　
　この「表現」について筆者は、次の2つの段階に分
類して考えることを本実践の結果から提起したい。
　① 　自己の思いや考えを表出して相手にわかっても
らう「発表的表現」
　② 　課題解決に必要な見方や考え方を相手に理解し
てもらう「説明的表現」
　本実践で中学生が感じた困難性は「相手の理解」と
いう目的の達成に向けた「表現」を考えなければなら
ないところにあった。すなわち、相手の思いや考えを
察することが必要不可欠であり、その上で相手の思い
や考えに応じた適切な言葉や話し方を選択しなければ
ならない「説明的表現」に取り組んだと言える。この
ように、より困難性の高い「説明的表現」への取り組
みを引き出したとすれば、本実践が教科学習における
「表現力」の観点で、カリキュラム・マネジメントの
目指す「教育内容の質の向上」につながったと考えら
れる。
６．今後の課題
　技術科の学習計画とは別の単元構成として行うな
ど、今回の実践はあくまで試行であり、通常の教育活
動とするためにはカリキュラム・マネジメントによる
工夫がさらに必要である。この実践を改善していくた
めのポイントを、前述のカリキュラム･マネジメント
の三つの側面に照らして整理する。
　① 　各教科等の教育内容の中から、中学生が小学生
に教える内容として適したものを検討し、その学
習時期を考慮して、小学校へ出向く活動を特別活
動及び総合的な学習の時間の年間計画に組み入れ
る。
　② 　中学生にとって小学生に適切な説明ができるこ
とが学習課題の中心となることから、説明の仕方
を中学生自身が考える時間を充分に取り入れ、学
びの質を向上させる。
　③ 　小学校と中学校の教員が連絡を取り合うととも
に、保護者や地域の人々と共に行える活動を加え、
コミュニティスクールの実践へとつなげていく。
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目標：① 自立型ロボットの走行プログラム及びセンサーによる照明制御プログラムを作成する課
題を必要な資料や集団思考を活用しながら解決することができる。
　　　②作成したプログラムをわかりやすく説明するための改善・修正に取り組んでいる。
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　　　　　　　　　　　　　学習計画
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カリキュラム・マネジメントによる小中連携の試み－中学生が小学生にプログラミングを教える実践－
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目標：①電気を節約するための照明制御のためにプログラムを工夫できる。
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